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同
様
に
暖
か
い
支
援
を
お
願
い
し

た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
県
知
事

代
理
の
大
原
隆
司
県
商
工
労
働
部

理
事
、魚
津
龍
一
県
町
村
会
長（
朝

日
町
長
）、高
見
隆
夫
県
市
議
会
議

長
会
長
（
富
山
市
議
会
議
長
）
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
橘
慶

一
郎
高
岡
市
長
か
ら
、

今
ま
で
以
上
の
商
工

会
へ
の
支
援
の
考
え

が
述
べ
ら
れ
た
。

◇　
　
　
　

◇

　

懇
談
会
で
は
、
商

工
会
の
現
状
と
課
題

の
説
明
、
景
気
対
策

な
ど
三
十
項
目
の
要

望
の
後
、
意
見
交
換

に
入
っ
た
。
商
工
会

長
か
ら
は
県
内
で
最

か
つ
て
は
歩
く
こ
と
が

当
た
り
前
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
や
車
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
文
明
の

利
器
に
頼
る
。「
歩
か
な
く
な
っ

た
な
ぁ
」
が
、
誰
も
が
抱
く
実

感
で
あ
ろ
う
▼
そ
の
一
方
で
、

健
康
維
持
と
心
地
よ
さ
を
求
め

て
、
人
は
歩
き
始
め
た
。
通
勤

時
に
一
駅
手
前
下
車
で
歩
き
、

毎
朝
や
週
末
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

す
る
。
時
に
は
遠
出
の
タ
ウ
ン

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
や
散
策
も
折
り

込
ん
で
、
歩
き
を
楽
し
み
の
一

つ
に
し
た
▼
歩
き
は
簡
単
で
、

誰
も
が
で
き
る
。
体
力
や
体
調

に
合
わ
せ
て
、
何
時
で
も
何
処

で
も
可
能
で
、
し
か
も
お
金
が

か
か
ら
な
い
。
一
時
間
も
歩
け

ば
、
相
当
の
運
動
量
。
歩
き
過

ぎ
は
禁
物
だ
が
、
肥
満
や
ス
ト

レ
ス
の
解
消
、
老
廃
物
の
体
外

排
出
な
ど
、
そ
の
効
用
は
絶
大

で
あ
る
▼
歩
き
、
立
ち
止
ま
り
、

ま
た
歩
く
。
脳
内
モ
ル
ヒ
ネ
が

発
生
し
て
、
や
が
て
見
え
な
か

っ
た
も
の
さ
え
よ
く
見
え
て
き

て
、
つ
い
に
は
頭
が
冴
え
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
発
想
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
知
恵
な
ど
、
授
か

る
か
も
知
れ
な
い
。

２　商工会全国大会・日本全国むら
おこし展

３　会長会議・青年部中部ブロック
主張発表大会

４　商工会訪問元気シリーズ
５　商工会NEWS、アドバイス経営
６　経営指導員レポート、ワンポイ

ントアドバイス
７　金融実態調査
８　１月各地イベント案内

初
の
合
併
協
議
会
を
設
置
し
た
大

沢
野
町
・
細
入
村
商
工
会
や
砺
波

市
、
南
砺
市
、
富
山
市
、
そ
し
て

射
水
地
区
の
各
商
工
会
の
合
併
、

広
域
連
携
の
取
り
組
み
状
況
等
を

報
告
し
、
市
町
村
の
理
解
・
支
援

を
求
め
る
と
と
も
に
、
原
点
に
返

っ
て
会
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
考
え

を
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
市
町
村
長
、
議

長
か
ら
商
工
会
へ
の
支
援
が
述
べ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
商
工

会
活
動
へ
の
期
待
、
激
励
が
寄
せ

ら
れ
た
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

意
見
交
換
終
了
後
の
懇
親
懇
談

会
に
は
、
県
議
会
を
終
え
て
駆
け

つ
け
た
石
井
県
知
事
も
出
席
さ
れ
、

「
元
気
と
や
ま
」
実
現
に
向
け
て

の
決
意
を
述
べ
ら
れ
た
。

開会の挨拶をする石澤会長

　

ま
ず
、
石
澤
義
文
県
連
合
会
長

が
「
我
々
商
工
会
は
、
商
工
業
の

振
興
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
、

地
域
の
伝
統
・
文
化
を
守
っ
て
き

た
。
こ
の
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
県
、
市
町
村
に
は
こ
れ
ま
で

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
二
月
六
日
•
、
富
山
市
内
に
お
い
て
、

県
下
商
工
会
地
域
の
市
町
村
長
・
同
議
長
と
商
工
会
長
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
た
。
石
井
隆
一
県
知
事
を
は
じ
め
市
町
村
長
、
議
会

議
長
、
商
工
会
長
ら
七
十
六
名
が
出
席
し
、
商
工
会
の
組
織
再
編

（
広
域
連
携
・
合
併
）
や
地
域
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。 市

町
村
長
・
議
長
と
商
工
会
長
と
の
懇
談
会
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第
四
十
四
回
商
工
会
全
国
大
会

小
規
模
対
策
に
継
続
的
な
国
の
関
与
な
ど

五
項
目
を
大
会
決
議

ＮＨＫホールで開催の全国大会

　

第
四
十
四
回
商
工
会
全
国
大
会

が
十
一
月
二
十
五
日
、
東
京
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
商
工
会
関

係
者
約
四
千
名
の
参
加
の
下
に
開

催
さ
れ
、
富
山
県
か
ら
は
各
商
工

会
長
等
の
三
十
四
名
が
出
席
し
た
。

　

大
会
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
祝

辞
が
杉
浦
内
閣
官
房
副
長
官
よ
り

述
べ
ら
れ
、
来
賓
多
数
の
ご
臨
席

の
も
と
、
各
党
代
表
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

意
見
表
明
で
は
、
国
の
税
財
政

改
革
に
あ
た
っ
て
小
規
模
事
業
対

策
へ
の
継
続
的
な
関
与
支
援
や
ま

ち
づ
く
り
三
法
の
抜
本
的
見
直
し

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
大

会
決
議
と
し
て

一
、
小
規
模
事
業
対
策
に
対
す
る

継
続
的
な
国
の
関
与

一
、
着
実
な
景
気
回
復
の
実
現

一
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

一
、
企
業
力
向
上
の
た
め
の
中
小

企
業
政
策
の
拡
充

一
、
商
工
会
の
組
織
力
・
財
政
力

の
強
化
と
中
小
企
業
支
援
機
能

の
向
上

の
五
項
目
が
決
定
さ
れ
た
。

　

特
に
今
年
は
、
先
駆
的
事
業
優

良
商
工
会
表
彰
の
情
報
化
部
門
に

福
野
町
商
工
会
と
福
光
町
商
工
会

が
受
賞
し
、
活
動
内
容
が
ビ
デ
オ

で
紹
介
さ
れ
情
報
化
の
先
進
県
と

し
て
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

翌
日
の
二
十
六
日
は
、
地
元
選

出
の
国
会
議
員
を
招
い
て
懇
談
会

を
行
っ
た
。

　

第
十
八
回
ニ
ッ

ポ
ン
全
国
む
ら
お

こ
し
展
が
、
十
一

月
二
十
六
日
か
ら

三
日
間
東
京
・
池

袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

シ
テ
ィ
で
開
催
さ

れ
た
。

　

同
物
産
展
も
秋

の
恒
例
行
事
と
し
て
一
般
消
費
者

に
定
着
し
、
今
回
も
約
十
四
万
人

以
上
の
来
場
が
あ
り
、
全
体
売
上

も
一
億
円
を
超
え
、
昨
年
度
売
上

高
を
上
回
っ
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
十
商
工
会
よ
り

食
品
・
工
芸
品
な
ど
約
百
品
目
の

出
展
が
な
さ
れ
た
。
な
か
で
も
今

回
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
し

た
八
尾
の
焼
き
鯖
寿
し
（
写
真
）

が
評
判
を
呼
び
、
来
場
者
の
投
票

に
よ
り
決
定
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と

賞
・
食
品
部
門
」
に
入
賞
し
た
。

　

ま
た
期
間
中
、
富
山
県
ブ
ー
ス

で
お
買
い
上
げ
の
先
着
百
名
に
特

産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
本
県
の
観
光

マ
ッ
プ
・
特
産
品
カ
タ
ロ
グ
の
配

布
を
行
い
、

関
東
圏
消

費
者
に
広

く
富
山
県

の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た
。

��������	
��������	

焼き鯖寿司（八尾）がふるさと賞焼き鯖寿司（八尾）がふるさと賞

第１８回
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外国人研修生共同受入事業

研修生受入企業の申込み締め切り２月中旬

遼寧省に赴き面接選考４月下旬

在留資格承認申請手続き６月上旬

研修生入国、県主催座学（日本語）研修開催１１月中旬

受入企業における研修開始１２月中旬～

※技術研修は１１ヶ月。技能実習生への移行の場合は通算３５ヶ月。

●研修生受け入れコストの負担（主な経費）

　①宿泊施設の確保と光熱費の負担

　②研修生往復渡航費の負担【約１０万円】

　③研修手当の支払い【月７万円／１人】

　④疾病・傷害補償対策（保険料の負担：約３万円）

　⑤運営費の負担【月２万円／１人】

お問い合わせは地元の商工会まで

◆　　予　　定　　表　　◆



３

（昭和52年3月12日第三種郵便物認可）　商工会とやま第355号　平成16年12月20日発行（毎月1回20日発行）�

　

中
部
ブ

ロ
ッ
ク
五

県
の
商
工

会
青
年
部

連
合
会
の
交
流
研
修
会
が
十
一
月

十
八
日
〜
十
九
日
、
石
川
県
七
尾

市
で
開
催
さ
れ
、
愛
知
・
岐
阜
・

三
重
・
石
川
・
富
山
の
五
県
の
青

年
部
リ
ー
ダ
ー
が
交
流
を
深
め
た
。

　

開
催
地
を
代
表
し
て
寺
岡
石
川

県
青
連
会
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
、

山
田
中
部
経
済
産
業
局
中
小
企
業

課
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

同
時
に
開
催
さ
れ
た
商
工
会
青

中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
創業、分社化に　→　新事業創出関連保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
ベ ン チ ャ ー に　→　研究開発等事業関連保証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６）４２３－３１７１
高岡連絡所　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル６階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６６）２１－６８２０
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/

最近の県内経済情勢

�個人消費�

　緩やかに増加している。

�生　　産�

　横ばいとなっている。

�設　　備�

　増加している。

�雇用情勢�

　厳しさが残るものの、

引き続き改善している。

�企業倒産�

　減少している。

会長会議�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

 
資
金
管
理
委
員
会
設
置

ペ
イ
オ
フ

対
策
な
ど
で

　

県
商
工
会
連
合
会
は
十
二
月
六

日
、商
工
会
長
会
議
を
開
催
し
、新

人
事
評
価
制
度
の
導
入
等
に
つ
い

て
審
議
し
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

　

同
評
価
制
度
は
、
職
員
が
年
間

の
自
己
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
実

施
状
況
を
自
己
評
価
す
る
。
会
長

は
、
職
員
の
作
成
し
た
目
標
と
実

績
を
参
考
に
、
指
導
と
勤
務
評
価

を
行
う
。
職
員
の
任
用
や
給
与
制

度
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、職
員
の
資
質
・
士
気
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
、
職
員

が
出
向
勤
務
す
る
場
合
の
取
り
扱

い
基
準
等
を
定
め
た
出
向
要
綱
、

給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
年
度
の
モ
デ
ル

商
店
、
モ
デ
ル
企
業
の
被
表
彰
者

を
決
定
し
た
。

　

な
お
、
会
長
会
議
に
先
立
ち
、

役
員
会
を
開
催
し
、
ペ
イ
オ
フ
へ

の
対
応
、
県
連
合
会
の
各
種
委
員

会
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

　

来
年
四
月
か
ら
の
ペ
イ
オ
フ
全

面
解
禁
に
向
け
て
、
今
後
、
県
連

合
会
の
各
会
計
の
資
金
に
つ
い
て
、

既
存
の
預
け
入
れ
基
準
等
を
見
直

し
て
「
資
金
管
理
運
用
に
関
す
る

取
扱
規
程
」
を
制
定
し
適
切
な
資

金
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
専
門

家
を
入
れ
た
資
金
管
理
委
員
会
を

設
置
し
、
運
用
計
画
・
運
用
先
等
、

資
金
運
用
に
係
る
基
本
的
事
項
を

審
議
す
る
こ
と
と
し
、
決
済
性
預

金
で
の
短
期
運
用
を
含
め
て
保
全

に
万
全
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
。

最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最
優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優
秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀秀
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
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最
優
秀
賞
に
高
木
さ
ん 
（
井
波
）

�

 
全
国
大
会
へ
出
場

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

主
張
発
表
大
会

高木正人さん

年
部
主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
で
は
、
青
年
部
活
動
と
地
域
振

興
・
ま
ち
づ
く
り
〜
感
動
か
ら
人

づ
く
り
〜
を
テ
ー
マ
に
、
旧
井
波

町
伝
統
の
木
遣
り
踊
り
復
活
に
つ

い
て
発
表
し
た
富
山
県
代
表
の
高

木
正
人
さ
ん
（
井
波
町
商
工
会
青

年
部
）
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

来
年
一
月
二
十
七
日
熊
本
県
で
開

催
さ
れ
る
第
七
回
全
国
大
会
に
出

場
す
る
。

　

全
国
大
会
で
の
ご
健
闘
を
祈
り

ま
す
。

��
��
��
��
��
��
��
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�
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�
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商
工
会
女
性
部
対
抗
親
睦
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
大
会
が
十
一
月
十
五
日

県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
。
県
内
の
商
工
会
女
性
部
か
ら

三
十
チ
ー
ム
、
二
百
名
余
が
参
加
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
た
。
八
コ
ー

ト
に
分
か
れ
て
予
選
リ
ー
グ
を
争

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
位
が
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
。
熱
戦
の

結
果
庄
川
町
商
工
会
女
性
部
が
決

勝
戦
で
福
野
町
商
工
会
女
性
部
を

破
り
二

年
連
続

の
優
勝

を
決
め

た
。
参

勝
は
、

呉
羽
・

小
矢
部

の
女
性

部
。

熱戦をくり広げる女性部員
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専　務　山 岸 清 志
　

昭
和
四
十
六
年
に
牛

岳
温
泉
ス
キ
ー
場
が
建

設
さ
れ
、
私
た
ち
牛
岳

ユ
ー
ス
ハ
イ
ラ
ン
ド

（
名
鉄
ロ
ッ
ジ
改
名
）

も
、
当
初
よ
り
ス
キ
ー

場
ロ
ッ
ジ
に
携
わ
り
今

日
ま
で
歩
ん
で
き
ま
し

た
。

������

��������

株式会社　牛岳ユースハイランド（山田村）

温
泉
施
設
と
し
て
年
中
営
業

　

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
県
内

の
一
般
客
、
ス
キ
ー
実
習
の
子
供

た
ち
の
他
、
関
西
か
ら
の
家
族
づ

れ
や
ス
キ
ー
修
学
旅
行
の
生
徒
の

宿
泊
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
連
日

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
は
、

関
東
・
関
西
方
面
か
ら
の
ツ
ア
ー

客
や
県
内
各
町
内
会
・
老
人
ク
ラ

ブ
・
サ
ー
ク
ル
等
、
ま
た
山
間
地

の
利
点
を
生
か
し
て
夏
休
み
期
間

中
は
中
高
校
生
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
合
宿
で
賑
わ
い
ま
す
。

村
民
集
い
の
場
に

　

ま
た
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め

よ
う
と
、
村
の
若
者
た
ち
の
結
婚

式
や
飲
み
放
題
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
を

企
画
し
て
、
村
民
集
い
の
場
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

「
よ
う
こ
そ
山
田
村
へ
」の
心
で

　

ス
キ
ー
場
と
い
う
特
殊
な
環
境

に
三
十
数
年
い
て
学
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
業
の
原
点

は
、
そ
の
土
地
の
「
人
」
と
「
心
」

で
あ
り
、
そ
れ
が
あ
っ
て
は
じ
め

て
施
設
や
モ
ノ
が
生
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
自
然
木
を
利
用
し
た

手
作
り
の
「
箸
置
き
こ
け
し
」
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
山
田
村
の
話
を

披
露
し
た
り
、
特
産
の
大
根
や
じ

ゃ
が
い
も
の
温
か
い
料
理
を
出
し

た
り
し
て
、�
よ
う
こ
そ
山
田
村

へ�
の
心
の
も
と
接
客
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
い
ち
ど
、
山
田

村
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

牛岳ユースハイランド前のスキーヤー

山
田
村
小
谷
字
中
根
八
六
七
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石
井
知
事
と
懇
談

第
十
七
回
青
年
経
営
者

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

富
山
県
内
の
若
手
青
年
経
営
者

で
組
織
す
る
本
会
青
年
部
連
合
会

と
商
工
会
議
所
青
年
部
・
青
年
会

議
所
富
山
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
三

団
体
が
富
山
県
知
事
と
の
懇
談
、

交
流
の
場
と
し
て
開
催
す
る
「
第

十
七
回
青
年
経
営
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
十
一
月
二
十
九
日
、
富
山

市
内
で
約
百
八
十
人
の
参
加
に
て

開
催
。

　

知
事
と
の
語
る
会
で
は
、
石
井

知
事
が
「
オ
ー
プ
ン
な
県
政
を
目

指
し
、
県
民
主
役
の
県
政
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
述
べ
、

若
手
経
営
者
の
方
々
も
積
極
的
に

政
策
提
案
し
て
ほ
し
い
」
と
今
後

の
県
づ
く
り
へ
の
協
力
を
求
め
た
。

ま
た
、
各
三
団
体
か
ら
の
知
事
へ

の
質
問
時
に
は
、
本
会
青
年
部
の

川
原
友
樹
さ
ん
（
八
尾
町
）
が
、

教
育
に
関
す
る
質
問
を
行
っ
た
。

「政策提案を」と述べ
る石井知事

　のんびり遊んで　
　　　湯ったり温泉

��������				

��������	
��

アルプスの星教会

�
上新川郡大山町原４５　TEL（０７６）４８１‐１１１１

亀 谷 温 泉
休憩 宿泊 会議に

心なごむ宿白樺ハイツ

●お年寄りご家族づ
れ，各種ご宴会に
ご利用下さい

富山県上新川郡大山町亀谷１-１０　�（０７６）４８１－１３０１�代 
FAX（０７６）４８１－１３０２　

ホームページ　http://www.micnet.ne.jp/sirakaba/

亀 谷 温 泉

立山山麓スキー場
白銀の大スロープ　初級者から上級者まで

ご家族連れの楽園

大駐車場，宿泊施設完備
　お問い合わせ、ご予約は

大 山 町 観 光 協 会
TEL（０７６）４８１－１９００　FAX（０７６）４８１－１４４５

農山村交流センター
TEL（０７６）４８２－１３１１　　　　　　　　　　

あわすのスキー場
�（０７６）４８２－１８４４
らいちょうバレースキー場
�（０７６）４８１－１６３３
極 楽 坂 ス キ ー 場
�（０７６）４８２－１３１１

リ フ ト　２基

リ フ ト　７基
ゴンドラ　１基
リ フ ト　４基
クワッド　１基
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為
替
相
場
は
二
〇
〇
四
年
末
、
円

高
が
激
し
く
進
行
し
て
い
る
。

　

こ
の
対
策
の
た
め
、
メ
ー
カ
ー
や

下
請
け
工
場
に
は
円
高
を
吸
収
す
る

厳
し
い
「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
」
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
。
生
産
工
場
は
、
ど

こ
ま
で
い
っ
て
も
、

為
替
相
場
の
「
円

高
・
ド
ル
安
」
を

乗
り
超
え
る
努
力

の
継
続
こ
そ
、
絶
対
に
必
要
な
繁
栄

策
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
四
年
の
始
ま
り
は
「
百
十

円
台
の
為
替
相
場
」
の
予
想
が
多
か

っ
た
。
そ
れ
が
年
末
に
は
「
百
円
相

場
」
に
ま
で
円
高
は
進
行
し
た
。
も

は
や
「
二
〇
〇
五
年
は
百
円
突
破
」

改
善
、
作
業
工
程
の
見
直
し
、
原
材

料
の
調
達
方
式
の
変
化
、
働
き
方
の

是
正
―
―
な
ど
に
、
改
め
て
真
剣
な

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
こ
そ
、
競
争

力
の
継
続
と
確
保
策
で
あ
る
。

　

生
産
工
場
は
、「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
」

の
成
果
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
強
く
な
っ
て
き

た
。改
善
の
連
続
で「
無

駄
を
取
り
」、生
産
性
を

挙
げ
て
き
た
。

　

こ
の
技
術
を
再
確
認
し
て
、
再
来

し
て
い
る
「
円
高
不
安
経
済
」
を
乗

り
超
え
る
努
力
こ
そ
、
二
〇
〇
五
年

の
緊
急
で
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

の
様
相
が
あ
る
。

　

企
業
の
「
厳
し
い
リ
ス
ト
ラ
」
と
、

「
円
安
の
為
替
相
場
」
が
今
回
の
景

気
を
創
っ
た
。
そ
の
一
方
の
立
役
者

で
あ
る
為
替
相
場
の
円
高
へ
の
変
化
、

そ
し
て
加
速
は
来
年
、
景
気
に
不
安

を
呼
ぶ
心
配
が
強
い
。

　

円
高
は
輸
出
収
益
力
に
影
響
を
与

え
る
か
ら
、
下
請
工
場
に
は
一
段
と

強
い
コ
ス
ト
の
削
減
が
求
め
ら
れ
て

く
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
い
っ
そ
う
無
駄
の

発
見
と
追
放
に
取
り
組
み
、
設
備
の

アドバイス
経 営�
�
�
�
�
�
�
��
	

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大
橋　

隆
士

設
立
八
十
周
年
を
祝
う

小
矢
部
商
工
会

　

小
矢
部
商
工
会
は
、
設
立
八
十

周
年
記
念
祝
賀
会
を
十
一
月
十
三

日
、
小
矢
部
商
工
会
館
で
開
催
し

た
。

　

出
席
者
は
同
商
工
会
の
役
員
、

総
代
と
青
年
部
、
女
性
部
、
同
友

会
の
代
表
ら
約
七
十
人
で
、
と
も

に
発
展
を
誓
い
合
っ
た
。
鴨
島
榮

治
会
長
が
「
先
人
の
ご
苦
労
に
感

謝
し
、
今
後
も
地
域
経
済
団
体
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
地
域
の

発
展
に
ま
い
進
し
た
い
」
と
挨
拶
。

来
賓
の
、
大
家
市
長
、
中
西
政
史

市
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員
長
、

石
澤
県
商
工
会
連
合
会
長
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

小
矢
部
商
工
会
は
、
大
正
十
八鴨島会長のあいさつ

年
に
旧
石
動
町
商
工
会
と
し
て
創

立
し
、
昭
和
三
十
七
年
の
小
矢
部

市
制
施
行
に
伴
い
、
翌
三
十
八
年

に
改
称
し
た
。

　

祝
賀
会
に
先
立
ち
、
記
念
事
業

と
し
て
元
経
済
企
画
庁
長
官
の
田

中
秀
征
氏
が
最
近
の
政
治
と
経
済

『
お
願
い
し
ま
す
よ
、
小
泉
さ
ん

�
』
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、

約
三
百
人
が
聴
講
し
た
。

 
鏝  
絵 
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
成

こ
て 

え

小
杉
町
商
工
会

　

小
杉
町
商
工
会
観
光
・
サ
ー
ビ

ス
業
部
会
は
、
名
工
・
竹
内
源
造

ら
が
同
町
に
残
し
た
鏝
絵
十
六
点

の
所
在
地
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
た
。

　

漆
喰
彫
刻
と
も
呼
ば
れ
る
鏝
絵

は
、
平
面
的
に
美
し
く
丹
念
に
描

か
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
壁
面
か

ら
五
十
セ
ン
チ
も
盛
り
上
げ
ら
れ

た
作
品
も
あ
り
、
絵
画
と
彫
刻
の

両
方
の
特
質
を
持
ち
、
近
年
芸
術

性
の
高
さ
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

マ
ッ
プ
で
は
、
主
な
鏝
絵
作
品

が
所
在
す
る
地
図
の
ほ
か
、
竹
内

源
造
記
念
館
が
収
蔵
す
る
「
龍
」、

「
大
黒
」、永
森
神
社
の
絵
馬
や
十

社
大
神
「
武
内
宿
弥
の
図
」
な
ど

九
点
を
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
。

　

商
工
会
は
、
多
く
の
人
に
名
工

の
残
し
た
郷
土
の
文
化
遺
産
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
町
の
観
光
名

所
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
考
え
。

�������������
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お得な平日企画として研修パックやシル
バープランもご用意いたしております。
さらにヘルシー料理と入浴をプラスした
レディースプランも引き続き好評です本館全景

料理

お問い合わせ・ご予約は TEL０７６‐４３６‐０１９１
FAX０７６‐４３６‐０１９０

パーティ会場

チャペルウエディング

露天風呂

研修室

ガイドマップで散策が楽しめる
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商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と

各
種
の
支
援
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
活
用
商
店
街
活
性
化

事
業
を
導
入
し
、
商
店
街
に
賑

わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
、
昨
年

整
備
し
た
街
か
ど
サ
ロ
ン
「
よ

っ
て
か
れ
家
」
で
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

一
日
五
十
八
人
の
来
場

　

施
設
の
運
営
に
お
い
て
留
意
し

た
点
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
団

体
と
協
力
し
あ
う
こ
と
と
し
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
講
座
、
映
写
会
、

子
育
て
サ
ロ
ン
等
の
事
業
を
お
願

い
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●お問い合せは�

北日本印刷株式会社�
コミュニケーション支援企業�

tel 076-432-2126◎本　社 〒930-0094  富山市安住町7-36 
◎東京営業所　tel 03-5296-9201　◎草島工場　tel 076-435-4820�
URL　http://www.knpkk.co.jp/　 E-mail　info@knpkk.co.jp

大山町商工会　　 

主席経営指導員　高 島 信 一

経経
営営
指指
導導
員員

レレ
ポポ
ーー
トト

地
域
活
性
化
は

住
民
と
一
緒
に

　

商
店
街
が
衰
退
し
は
じ
め
て
十

数
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
間
様
々
な
形
で
商
店
街
の
再

生
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

こ
れ
と
い
っ
た
効
果
的
な
も
の
が

な
く
益
々
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
要
因
と
し
て
車
社
会
に

対
応
で
き
な
い
こ
と
、
商
店
主
の

高
齢
化
と
後
継
者
難
に
よ
り
魅
力

あ
る
商
店
が
商
店
街
か
ら
消
え
よ

う
と
し
て
い
る
中
、
地
域
に
と
っ

て
商
店
街
は
も
は
や
必
要
な
い
の

か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
、
地

域
の
活
性
化
に
は
商
店
街
の
活
力

が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

サ
ロ
ン「
よ
っ
て
か
れ
家
」整
備

　

近
年
国
・
県
の
施
策
で
増
加
し

つ
つ
あ
る
空
き
店
舗
を
活
用
し
て

地域住民を対象にパソコン教室

の
手
芸
グ
ル
ー
プ「
な
か
よ
し
会
」

で
は
、
ふ
れ
あ
い
会
食
会
や
手
芸

講
座
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

農
協
と
共
同
し
て
野
菜
づ
く
り
の

講
習
会
や
料
理
講
習
会
を
年
五
回

行
い
、
毎
回
八
十
名
余
り
の
人
が

参
加
し
て
い
る
。

　

幸
い
に
も
オ
ー
プ
ン
以
来
順
調

に
来
場
者
が
増
加
し
て
お
り
、
本

年
四
月
以
降
の
来
場
者
は
一
日
あ

た
り
五
十
八
人
に
上
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
施
設
を
利
用
し
た
人
が

商
店
街
を
利
用
し
て
い
る
か
と
な

る
と
、
別
問
題
で
あ
る
。

地
域
に
求
め
ら
れ
る
商
店
街
へ

　

現
在
一
部
の
商
店
が
新
商
品
の

Ｐ
Ｒ
と
販
売
を
兼
ね
て
施
設
を
利

用
し
て
い
る
ほ
か
、
月
二
回
の
映

写
会
で
は
商
店
街
が
食
事
の
提
供

等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
高
齢
化

社
会
や
地
産
地
消
の
動
き
が
あ
る

な
か
で
商
店
街
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
を
充
分
に
協
議
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
集
客
に
成
功
し
て

も
、
商
店
街
に
回
遊
し
な
け
れ
ば

何
の
意
味
も
な
く
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

義
援
金
な
ど
の
特
定
寄
付
金
が

あ
る
と
き
は
、
確
定
申
告
を
す
れ

ば
寄
付
金
控
除
が
受
け
ら
れ
、
納

税
額
の
節
税
や
源
泉
徴
収
税
額
が

多
い
と
き
等
は
所
得
税
が
還
付
さ

れ
ま
す
。

　

証
明
書
の
添
付
（
提
示
）

　

確
定
申
告
の
際
は
、
義
援
金
の

額
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
新

聞
社
が
発
行
し
た
領
収
書
や
金
融

機
関
の
義
援
口
座
へ
の
振
込
依
頼

書
の
控
え
等
を
添
付
す
る
か
提
示

し
て
下
さ
い
。

　

法
人
も
損
金
算
入

　

法
人
税
で
も
前
述
の
義
援
金
は

「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
対
す

る
寄
付
金
」
と
し
て
損
金
算
入
で

き
ま
す
。（

税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

新
潟
中
越
地
震
の

寄
付
金
控
除

　

Ｑ

�

私
は
新
聞
社
を
通
し
て
新

潟
県
中
越
地
震
の
義
援
金
を
出
し

ま
し
た
が
、
寄
付
金
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
か
。

　

Ａ

�

日
本
赤
十
字
社
や
新
聞
・

放
送
等
の
報
道
機
関
に
直
接
拠
出

し
た
義
援
金
は
、
所
得
税
の
寄
付

金
控
除
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
万
円
超
の
寄
付
で
控
除

　

寄
付
金
控
除
と
し
て
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
る
額
は
、「
義
援
金
の

額
」
と
「
総
所
得
金
額
の
合
計
額

の　

％
」
の
い
づ
れ
か
少
な
い
方

２５
の
金
額
か
ら
１
万
円
を
差
し
引
い

た
額
で
す
。

　

確
定
申
告
が
必
要
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 新 　 川 　 荘 
にい かわ そう

TEL０７６５－６２－１１３９

��
��お泊

りは 事 務 所 / 富山市山室荒屋５１４　第二スタジオ / 富山市針原中町
第一スタジオ / 富山市五福新町

　

調
査
は
九
月
に
行
わ
れ
、
六
百

五
十
五
社
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
調
査

結
果
を
踏
え
、
県
等
に
対
し
て
制

度
融
資
の
強
化
な
ど
を
働
き
か
け

て
い
る
。

干
の
増
加
企
業
や
黒
字
企
業
が
増

え
て
お
り
、
資
金
繰
り
も
改
善
の

兆
し
が
見
ら
れ
る
。
企
業
の
借
入

額
は
今
年
三
月
頃
に
比
べ
全
般
的

に
減
っ
て
い
る
。

　

ま
た
金
利
の
上
昇
は
あ
る
も
の

の
、
新
規
借
り
入
れ
の
満
足
度
に

つ
い
て
は
、
十
四
年
調
査
に
比
し

て
改
善
の
方
向
に
あ
る
。

　

今
後
一
年
間
に
三
十
・
八
％
の

企
業
が
借
入
を
計
画
し
て
お
り
、

設
備
資
金
の
使
途
で
は
「
土
地
建

物
取
得
」
等
の
大
口
設
備
に
動
き

が
見
ら
れ
る
。

貸
し
渋
り
二
十
・
八
％
が「
あ
る
」

　

貸
し
渋
り
に
つ
い
て
は
、二
十
・

八
％
が「
あ
る
」と
回
答
し
、
内
容

を
み
る
と
、「
金
額
査
定
減
・
追
加

融
資
不
可
」
等
が
増
加
し
て
い
る
。

　

現
在
借
入
の
条
件
変
更
希
望
は

減
っ
て
い
る
が
、
借
入
返
済
額
が

加
重
で
、
返
済
期
間
の
延
長
を
希

望
す
る
企
業
が
目
立
っ
て
い
る
。

ペ
イ
オ
フ
十
七
・
一
％
が
対
応
を
要
す
る

　

ペ
イ
オ
フ
の
全
面
解
禁
に
つ
い

て
は
、
十
七
・
一
％
の
企
業
が
十

七
年
三
月
ま
で
に
対
応
を
要
す
る

と
回
答
。
ま
た
、
緊
急
時
の
資
金

借
入
で
は
、
約
１
／
４
の
企
業
が

カ
ー
ド
・
ロ
ー
ン
等
の
高
金
利
金

融
に
依
存
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

定
年
の
引
上
げ
や
継
続
雇
用
制

度
の
導
入
等
に
よ
る　

歳
ま
で
の

６５

雇
用
の
確
保
を
目
的
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
平
成　

年
４
月
１
日
か

１８

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
概
要
は

　

定
年
（　

歳
未
満
の
も
の
に
限

６５

る
）
の
定
め
を
し
て
い
る
事
業
主

は
、　

歳
（
段
階
的
引
上
げ
）
ま

６５

で
の
定
年
の
引
き
上
げ
も
し
く
は
、

継
続
雇
用
制
度
の
導
入
又
は
定
年

の
定
め
の
廃
止
、
の
い
ず
れ
か
の

措
置（
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
）

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど

で
す
。

　

詳
し
く
は：

富
山
労
働
基
準
局

�
０
７
６
―
４
３
２
―
２
７
２
７

経
営
者
・
創
業
予
定
者
に

「
ｅ
―
中
小
企
業

　

ネ
ッ
ト
マ
ガ
ジ
ン
」で

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
配
信

　

経
営
を
協
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
す
。

　

元
気
な
中
小
企
業
の
経
営
事
例
、

中
小
企
業
支
援
策
の
最
新
情
報
、

公
募
情
報
・
助
成
金
情
報
、
セ
ミ

ナ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
豊
富

な
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
は
こ
ち
ら
ま
で

http://w
w
w
.chusho.m

eti.go.j

        
 
 
         
        

p/e_m
aga/

     
    

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉
中
小
企
業

庁
広
報
室�

:  

０
３
―
３
５
０
１

―
１
７
０
９

平
成
十
六
年
度
中
小
企
業
金
融
実
態
調
査
結
果

平
成
十
六
年
度
中
小
企
業
金
融
実
態
調
査
結
果

新
規
借
入
の
満
足
度
は
改
善
方
向
に

新
規
借
入
の
満
足
度
は
改
善
方
向
に

������

��������	
��


　県商工会連合会では、関係機関と連携して年末

の金融相談に応じます。

●中小企業金融相談窓口の設置日時

　平成１６年１２月２９日 „　９：００～１５：００

　平成１６年１２月３０日 ”　９：００～１５：００

●中小企業金融相談窓口の設置箇所

　富山県商工会連合会広域指導課

�０７６－４４１－２７１６

　県商工労働部経営支援課 �０７６－４４４－３２４８

　富山県信用保証協会業務部 �０７６－４２３－３１７１
（富山商工会議所中小企業支援部、高岡商工会議所中小企

業相談所でも窓口設置）

�
�
�
�
�
�
�

資
金
繰
り
が
改
善
の
兆
し

　

売
上
高
や
採
算
面
に
お
い
て
若
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七
日�
、
庄
川
町
水
記
念
公
園

前
に
て
行
わ
れ
る
。

　

金
屋
神
明
宮
遷
宮
（
一
八
一
六

年
）
の
神
事
に
際
し
、
庄
川
で
捕

獲
さ
れ
生
き
た
ま
ま
神
前
に
供
え

ら
れ
た
鯉
が
長
時
間
に
亘
る
神
事

の
後
も
生
き
続
け
て
い
た
こ
と
を
、

こ
の
鯉
の
生
命
力
に
あ
や
か
り
、

延
命
長
寿
と
諸
般
の
災
厄
を
託
し

お
神
酒
を
与
え
、
庄
川
に
戻
す
。

　

こ
の
風
習
は
今
日
に
受
け
継
が

れ
、
厄
年
に
あ
た
る
男
女
や
各
種

祈
願
す
る
老
若
男
女
が
ご
祈
祷
後
、

お
神
酒
を
与
え
ら
れ
た
鯉
に
一
人

ひ
と
り
が
手
を
触
れ
て
庄
川
に
放

流
す
る
。

キャンペーン期間
平成16年10月10日～

平成17年2月2日

に行って得しよう !!

キキャャッッシシュュババッックク

キキャャンンペペーーンン中中
キキャャッッシシュュババッックク

キキャャンンペペーーンン中中

ブ
リ
分
け
神
事

下 村
　

加
茂
神
社
で
元
旦
の
朝
に
執
り

行
わ
れ
る
全
国
で
唯
一
の
民
俗
的

行
事
。

　

村
の
氏
子
た
ち
は
、「
鰤
の
読
み

上
げ
」
と
呼
び
、
五
匹
の
塩
鰤
を
、

紋
付
・
は
か
ま
姿
の
読
み
上
げ
役

が
右
手
で
頭
、
左
手
で
尾
を
持
ち
、

一
匹
づ
つ
捧
げ
上
げ
、
村
（
地
区
）

名
を
読
み
上
げ
て
そ
れ
が
終
る
と

献
酒
披
露
式
に
う
つ
る
。

　

こ
の
行
事
が
終
る
と
村
の
氏
子

全
戸
に
切
り
身
と
鏡
も
ち
が
く
ば 鰤の読み上げ

ら
れ
、
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と
で
一

年
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
す
。

厄
払
い
鯉
の
放
流

庄川町

厄払いを託しお神酒を鯉に

初
午
祭
り

利賀村
　

初
午
は
、
約
百
八
十
年
前
か
ら

利
賀
地
区
に
伝
わ
る
民
俗
行
事
で
、

一
月
十
五
日
の
土
曜
日
に
、
ワ
ラ

馬
の
頭
を
仕
立
て
て
、
深
い
雪
を

踏
み
分
け
な
が
ら
各
家
々
を
訪
ね

廻
り
、
家
内
安
全
と
農
産
物
の
豊

作
祈
願
を
す
る
俵
こ
ろ
が
し
や
太

鼓
た
た
き
な
ど
一
切
の
神
事
が
子

供
だ
け
で
行
わ
れ
る
。

　

か
つ
て
参
加
者
は
、
男
子
に
限

ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
女
子
も

加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

昭
和
五
十
七
年
、
文
化
庁
よ
り
無

形
民
俗
文
化
財
に
選
定
さ
れ
た
。初午を行う子供たち

お問合せ先日　時イベント名

０７６６‐５９‐２３２５下村商工会１／１�ブリ分け神事

０７６３‐８２‐１１５５庄川峡観光協同組合１／７�厄払い鯉の放流

０７６６‐６３‐０７９２戸出商工会１／９�１１：００～１５：００新春なべ祭イベント

０７６３‐６８‐２５２７利賀村観光協会１／１５�初午祭り

０７６５‐６２‐１５１５宇奈月温泉観光協会
１／２９�、２／５�、１２�、１９
�、２６�の２０：３０より

宇奈月温泉冬物語　雪上花火大会


